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スポーツクリニック・メンタル部門における活動報告（2）

　　　一腰痛を訴え続けた長距離ランナーの事例一

中　込　四 郎・土 屋　裕　睦・高 野　聰・高橋幸治

Areportontheactivitiesinthepsy6ho1ogicalservi㏄sectiomofthe
Uni▽ersity’s　Sport　C1inic（2）：A　case　of1ong　distm㏄mnmr　wh0

　　　　　　　　60ntinued　to　suffer　fmm　waist脾ins

NAKAGOMI　Shim，TSUCHIYA　Hironobu，
TAKANO　Satoshi　and　TAKAHASHI　Kouji

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs此act

　　－The　psycho1ogica1service　section　of　Sport　C1inic　co肌p1etes　its　second　year’s　activities．Seventy　’

three　ath1etes　came　to　the　sport　counse1ing　room　for　the　pscho1ogica1service，and　the　tota1number　of

the　sessions　with　them　are625in　the　year　of1994．The　number　of　these　c1ients　and　sessions　had

increased　by70－80percent　in　comparison　with　the1ast　year　when　the　section　was　started．This

report　main1y　described　a　case　of　a1ong　distance　runner　who　continued　to　suffer　from　waist　pains．

Ten　sessions　of　the　counse1ing　were　given　to　this　c1ient　in　three　months．The．fo11owing　aspects　were

para11ed　to　a　re1ief　of　the　c1ient’s　waist　pains　through　the　counse1ing：1）　His　perception　of　pain

・ha・gedashest・・t・dtodiffe…tiatetheki・dsofpai・a・d・c・epth・・i・gPai・s．2）Heide・tifiedhis

own　psycho1ogica1p1ace　in　bis　ath1etic　c1ub．3）一He　cou1d　confronted　and　accept　his　inferiority　of

own　ath1etic　abi1ity．He　was　evetua11y　ab1e　to　set　a　new　goa1in　his　ath1etic1ife，and　then　he　recovered

his　ath1etic　motivation　again．

Key　words：ath1ete，waist　pains，sport　counse1ing，case　study

1．はじめに

　「スポーツ心理学の父」と称せられるCo1－

emam　Griffithがスポーツ心理学の教育や研究に

取り組んだのが，1920年代から30年代と言われて

いる1）。それから60年ないし70年が過ぎ，スポー

ツ心理学は大きな変化をみた。その聞の変化は，

研究事象の拡大と独白性を求めた歩みとも置き換

えられる。スポーツカウンセリング注ユ）に代表さ

れる応用スポーツ心理学の発展は，一つの具体的

事実としてあげられる。

　スポーツカウンセリングではスポーツ場面で生

じる問題事象注2）の解決に向けた心理的援助が行

われる。これまでの体育学部を中心とした教育プ

ログラムの中でほとんど触れられることのなかっ

た領域であったことから，実際の臨床の場で実践

できる者の数は今のところ非常に限られている。

スポーツカウンセリングの充実ならびにカウンセ

ラーの養成は，理論学習だけで完了するものでは

なく，的確なスーパニ’ヴィジョンの下での臨床経

験が重要視されている。このようなことからも，

スポーツカウンセリングルームは，今後の教育・

研究において重要な場を提供することになる。

　昨年度に引き続き8），本報告では，平成6年度

のスポーツクリニック・メンタル部門における活
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動について紹介する。特に論文の後半では，負傷

選手の相談事例を通じて，「痛み」の背景となっ　　表1

た心理的特徴を明らかにしている。

2．平成6年度・スポーツカウンセリングルーム

　　の活動状況

1）主要な活動目標

　クリニック活動の2年目を迎えるにあたって，

われわれ担当者らは初年度の活動を振り返り，活

動目標を立てた。その主な内容を以下に述べる。

・広報活動を積極的に今後も継続して行う。その

　具体的な動きとして，メンタル部門を紹介する

　パンフレットの作成，学内にパーマネントな掲

　示板（利用案内）の設置，心理部門ニュースレ

　ターの定期発刊，等を実現する。

・クリニック開設曜日ならびに時間帯を拡大す

　る。

・スポーツ外来ならびにフィジカル部門とのネッ

　トワークづくりをする。

・メンタルトレーニング関連図書，及び関連機器

　の充実を図る。課外活動参加学生が気軽にクリ

　ニックを訪れ，それらの図書や機器を利用で琴

　るような体制作り’をする。

・スポーツカウンセリングルーム独自のメンタル

　トレーニング補助教材の開発を行う7’9）。

　平成6年度の活動を終え，当初掲げた上述のよ

うな目標の7－8割が実現できたのではないかと

評価している。もちろん，実行できなかった事項

や新たな課題もまた導かれた。

2）利用状況

　メンタル部門の活動は，体育センター1階にあ

るカウンセリングルームと体育科学系棟A411の

相談室を利用して行われた。関係各位に知らせた

メンタル部門開設日時等は，毎週月・火・金曜日

の16時から19時の週3回ではあったが，実際には，

さらにその他の曜日・時間帯を使って相談活動が

行われた。

　平成6年度の利用状況は表1のとおりである。

　メンタル部門開設の初年度にあたった昨年は，

6月からの10ヶ月問の開設で利用者の実数が43人

（述べ人数349人）であったが，本年度は実数73

人（述べ人数625人）と急激な増加をみている。一

スタッフの公報活動の影響もあり，自発来談なら

びに，担任教官や課外活動顧問からの紹介により

利用者の増加をみたようである。また，負傷した

平成6年度スポーツクリニック・メンタル部

門利用状況

心理相談 メンタルトレーニング 全体

案数 1延ぺ人敷 実敏 1延ぺ人敷 臭敷　1延ぺ人歓

4月 5 1
1
1
1
1

9
1
2
4
’
1

　　’14■35　　1
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1
0
1

1 1
「
7
■

4　127　3

6月 1 1
1

8 7127 8；35
フ月 2 ； 8 0 133 2141
8月 1

＝
■ 5 1 l

1
2
5
1

　’2　130　■
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1
2
，

26172　　1 27184　　I

10月 2；12 O！85 2197
11月 3 ；16 2 ；153 51169
12月 「 1

1
1
2
1

1
；
1 27

　■2　139　1

平7年1月 2 1
1
4
1

1 1
1
0
1

3　124　■

2月 1 l12 O ＝ 9 1　121
ヨ月 2 1［ 1 112 3123

合計
　　■24■131　　■ 　　1491494　　1 　　173’625　　1

スポーツ学生の心理面からのリハビリテーション

を目的として，担当の外科医からの紹介も2，亨

あった。基本的にぽ個別で相談ないしはトレーニ

ングに50分前後の時間があてられ，多くが継続し

ていった。本年は2，3の者が，主要な競技会出

場に伴う試合前の心理調整を目的として，メンタ

ル部門を利用することもあった。

3）利用者の来談目的

　利用者の来談目的（主訴）について，心理相談

とメンタルトレーニングに分け，その概要を示す

と以下のようである。

　（心理相談）

　・競技意欲の低下ならびに継続への不安

　・競技会での過度な緊張たよる動作の混乱

　・心因性の体調不全

　・負傷による競技不安・焦燥感

　・摂食障害

　・就学不良

　（メンタルトレーニング）

　・消極的（マイナス）思考の克服

　・集中力の向上

　・試合前の心理的コンディショニング

　・試合時における実力発揮度の向上

　・安定したイメージの確立

　・種目固有のオリジナルプログラムの作成

　なお，ここでは心理相談とメンタルトレーニン

グの2つに分類しているが，必ずしも明確な基準

に基づいているわけではない。比較的はっきりと
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セツンヨン 日程 ね　　ら　　い トレーニンク内容

＃エ　ィメージとの出会い 9■20 本言俸習会のスケジュールの理解、 白己紹介（参加の動機、MTの先行経験、イメージ）．

（オリェンテーション） イメージ技法を中心としたメンタルトレーニング スケジュールの概略説明．雛義（歴史、意義、原則）．

（MT）並びに言禰会への励機づけ． 心理テスト（心理的競披能カ診断検査DIPCA）．

＃2　イメージ班始め 9■27 イメージ想起におけるリラックス状態の重要性の 日頃用いているリラックスの方法の検討、

（リラクセーション） 理解、自律訓練法（AT）の理論的背景の理解． 呼吸法、白律訓練法（AT）の実習・理論的背斌．

ATの習熟． 以後ATは継続・していく．

＃3　イメージで視る 10■1工 イメージトレーこングの機能と．効仰の理解． 色や瓜魚、鎖技川具、紳習場を様々な角皮から棚党化．

（視覚イメージ） イメージトレーニングの基本姿勢を身に付ける． 視党化した像の無明度をチェックし、鮮明性への気づき

視覚化を中心に行い、その像の鮮明皮を高める． を高める．観察イメージで理恕的な遂行状況をイメージ．

＃4　イメージで醐く． 10■18 筋巡醐藍覚を取り込んたイメージの意、義の理解．
　　　　　　　．三■．．山筋迎醐感覚を手掛りとしたイメージ基礎トレーニング．

（筋巡肋感覚） イメージの中で主要鋤作遂行時の筋運動感覚を 銑技動作中の筋迎励感覚の分析．イメージのチェック

体験し、気づき能力を商める． ポイント表作成．イメージの中で筋迦醐感覚を1味わう．

＃5　イメージで感ずる 工o■25 GSR－2を用いてイメージ恕起に伴う梢醐反応の 感憎イメージの皿要性の理解、バイオフィードパック
（感憎） 確認．過去のピークパフオーマンス時における のメカニズムを知る．ピークパフオーマンス時の心理

勝利感や戒功感などの感憎の体験． 的世界と感憎の追体験．

＃6　イメージで切り替える 11■ユ イメージの統御能カ向上のための練習方法の ニュートラルスペースを利用して、イメージの消去、

（イメージの統御） 理解・実習．自分にあった応用方法の模索． およぴ再生．スーインのVMBRの方法に従ってイメージ

のコントロールを実習．

＃7　イメージで乗り切る ll■8 不測’の事態に対処するための技法の理解・実習． セルフトークの置き換え（消極的思考→枇極的思考）を

（不測の事蛾、への対処） イメージの中で不測の事態を乗り切り、税極的 行い、イメージの中で不測の事態に対処する．

思考を碓立する． メンタルペースメーカーの碓立．

＃’8　イメージで興す 1工／工5 各自の鏡技における目標・課題・使命の明確化． 目標達成場面をイメージし、そこでの感情を一味わう．

（娩技意欲の喚起） 目標達成によって得られる成就感や勝利感を 自己の願望が満たされる場面をイメージすることに

イメージの中で先どり経験し、蛾技意欲を高める． より、今後の蛾技への畑待・自僧・意欲を奮い卿す．

＃9　イメージがみえる 11■22 試合全体の流れや雰囲気をイメージでリハーサル． 試合会場にいる自分をイメージし、そこでの雰囲気

（理想的蛾技遂行状況 様々な感覚を総動貝し、試合でのバフオーマンス や緊張感をイメージする、試合醐始前から試合での

のリハーサル） 向上をねらうイメージトレーニングの方法g習得・

＃王oイメージと歩む 11■29 イメージ技法を中心としたメンタルトレーニング 誰習会での経験をもとに、各自のメンタルトレーこング

（オリジナルプログラム のオリジナルプログラム作成． におけるオリジナルプログラムを作成、心理テストから
の作成） トレーこングの効果の確認、、 トレーニング効果の確認、．雛習会への意見　要望、感想、
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されても現場復帰への不安を訴える者，慢性の痛

み（心因性）による競技意欲の低下，大事な試合

を間近に控えた負傷選手の心理的コンディショニ

ング，等である。一般には，障害の程度が問題に

されがちであるゲ，心理相談では，その選手にとっ

ての「障害の持つ意味」が重要となってくる。つ

まり，個々の選手が訴える外的事実よりも内的事

実の方に注意を多く払うことになる。

　彼らの怪我の発生や訴える痛みの背景には心理

的問題を否定することができない。心理的な問題

が怪我の発生あるいは痛みにすりかわっているよ

うな事例もあるユ5）。しかしだからといって，選

手の身体的訴えを軽視しては，相談の継続を望む

ことはできない。基本的には，身体面の訴えを傾

聴，受容しながら，背景にある心理面を考慮して

いくことになる。彼らは必ずしも，当初，心理相

談に積極的とは言えないが，以前のようなパ

フォーマンスを期待するためには，背景にある心

理的問題の解決を継続して取り組むこ’とが不可欠

となる。

　以下に紹介するのは，慢性の腰痛により競技意

欲を低下させてしまい，相談室を訪れたスポーツ
競技者の事例である5）。

事　例　Y　男性　22才　陸上競技（長距離）選手

主　訴　「故障（腰痛）していて部活動で満足に

練習できず，今後，どのようにしていったらいい

のか困っている」（本人記入）。来談時は競技継続

だけでなく，「腰の痛みが気になり何をやるにも

気力がわかない」と，生活全般での意欲低下を訴

えていた。

間題の経緯　これまで約5年間続いた彼の腰痛

は，高校2年次の体育実技の授業中（柔道）にギッ

クリ腰をしたことが発端となっていたようであ

る。高校時代は痛みを感じながらも，競技継続を

可能としてきたようである。その後2浪して丁

大学に入学し，同時に陸上競技部に入部した（箱

根駅伝を走りたい）。しかしながら，入学以後，

強い腰痛をおぼえるようになっていった。そのた

め一定期間，部の練習から離れることが多くなっ

ていったようである。特に，腰痛を理由に，．彼は

1年次の2，3月に休部している。その時の状況

を「痛い時，皆の顔を見たくなかった。集合に行

きたくないという感じ。休部といってもまったく

知らん顔しているわけではなく，時々顔を出した。

・・休部しているので皆の前で走るわけにはいか

ず，太らないめに隠れて走った」と，振り返って

いる。

　大学1年次，いくつかの医療機関で診察を受け

ているが，いずれの機関でも異常所見は認められ

なかった。特に，ある医療機関では2，3日の検

査入院を行い，詳細な確かめがなされている。ま

た，本人が後日専門書を手掛かりに断定したこと

ではあるが，当時，ある医療機関から精神安定剤

の投薬がなされていたようである。「異常がない

ので整形の方は真剣に対応してくれない」と，彼

はその後，ハリ治療，整体，マッサージ等の医療

機関を求めて転々としてきた。

相談過程

　本事例は3年次新学期が始まってまもないころ

にThの研究室を訪れた（Kさんと話し，一度

Thに相談してはとすすめられた）。以後，週1回

60分の面接が約3か月の聞に10回行われた。

　以下の相談過程の紹介では，「」がc1の言葉，

〈〉がTh（カウンセラー，筆者）からc1へ

の発言の内容，そして（）は状況の付加的説明

を示している。

　第1回目：Yが腰の痛いことを理由にしばしば

練習を休む。かなり考え込みやすいタイプで，落

ち込んでいる。まわりで助言を与えても，あまり

受付ようとしない。最近ではまわりも関わらない

ようになり，孤立してしまっている様子であるこ

とを，Thは事前に所属運動部のブロック長（K）

より受けており，そのおりThはYの白発来談を

要請しておいた。ここでは，主訴の把握ならびに

間題状況のこれまでの経緯などについて主に一晴報

収集した。

　「現在週2回新宿にハリ治療に通っている。シ

ビレが出るほどではない。またレントゲンでの異

常もないが，生活するのがつらい。イヤな痛み。

そう言う時には何をする気もなくなる。練習状況

に関係なく毎日のように痛い」と，競技だけでな

く生活全般にわたっての意欲低下を頻繁に訴え

た。「Kさんから“他の面で頑張ってはどうか”

と言われたが，自分としては，本当は競技をやり

たい。辞めて他の事とも考えていたが，白分だけ

はなるまいと思っていた“陸上人間”になってい

た。離れることができない。残り2年間で一度で

も良いから満足のできる走りをしたい。陸上辞め

たら友達なくなる」。
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　「異常がないので整形の方は真剣に対応してく

れない」くレントゲンで骨に異常が現れなくても

痛みを経験することある。しかし，心理面から痛

みの程度を増大させることあり〉「とてもつらい

んです」。〈少し競技から離れて治療に専念しては〉

「休んでも変わらないような気がする」。

　現場打開のために外科的な側面と並行して心理

面からの検討も必要であることを伝え，継続面接

となった。

　初回面接後Thは，なぜこれほどまでに競技に

固執するのか。2浪，訴える痛みの程度から考え

るなら不自然さを感じると，印象を記した。

　第2回目：ロールシャッハテスト施行。本テス

トからの主要な結果の解釈は以下のとおりであ

る。表3にサマリースコアリングを示した。

　・内面的な動きの知覚や洞察性の低さが感じら

　　れる。

　・分析的あるいは統合力に劣る。また，対処様

　　式のバリエーションの狭さが予想される。

　・対人関係での疎通性に欠ける。ストレートな

　　情緒表出や自己表出をしがたい。反応を起こ

　　すのに慎重になり，考えがちの傾向がある。

　・自己の内的な資質以上のことを要求するよう

　　な状況をうみだしている。

　テスト終了後，Yは「…とにかくつらいんで

す。…」とThに訴えた。そしてThからの〈面

接申痛みは感じたか〉の問いに対してYは，「先

生とこうして話していると腰のことは気にならな

い。でもこの後ソファーに座っていたからと思う

と痛み出すかもしれない」と返してきた。

　第3回目：この回より面接室の隅に置いてある

椅子を自発的に取り出し，そこに座っての面接が

続く。面接の前にハリ治療に行ってきたこと，そ

してこれまで自分が行った医療機関についてTh

に語った。

　〈練習量を落とすと良いのか〉「まとまって練

習できないので（長続きしない），その日その日

なので，痛くなるとショック。大丈夫な時は続く

時もある。落とす落とさないという問題ではな

い」。〈経過〉「まあ気分的な問題もあるかと思い

ますが，机に座る時問が少なくなったので痛みを

感ずる機会が少ない。この時期，のほほんと過ご

している。一生懸命やらなくてはいけないことが

なくなった分，楽だった。痛みがあっても気楽な

気分で受けとめることができた」。

　その後，一年次2，3月当時の休部について，

「高校時代の友達は痛みをわかってくれるが，大

学の仲問はわかってくれない」と，1年生の頃強

く意識していたことに言及した。現在でも，時々，

郷里の仲間に電話でつらさを聞いてもらっている

様子であった。「高校時代のように自分の思うよ

うに練習ができない。1年のうちは言い出せない

のでがまんしてやっていた」と振り返っている。

　「行っても痛みを皆の前で我慢しているんだっ

たら行かない方が良いと思い，休部した」〈まわ

りが痛みを理解してくれなかった〉「2年先輩で

ヘルニアをかかえていた先輩だけが相談にのって

くれた。…休むことは後ろめたい気持ちになる。

罪悪感。皆あると思うんですけど，記録のいい人

は良いが…」。

　第4回目：インカレ選考会や審判講習会があ

り，白主練習となる。そのため「あまり走ってい

表3　Yのロールシャッハテスト結果

R（舳1・・spO・s・） 15 W＝D 12：3 M：FM 2：4

R・j（R・j■剛） O（／） W％ 80％ F％■ΣF％ 53／100

π（10岨川mC） 21’421’ Dd％ 0％ ｛％／ΣF＋％ 88■80

RT（A・、） 2’10．’ S％ O％ R＋％ 80％

RlT（Av．） 33．9’’ W：M 12：2 H％ 27％

RlT（Av．N．C） 39’1 M：ΣC 2：0．75 A％ 60％

RlT（Av．C．C） 28．8II E．B FM＋m：Fc＋c＋C’ 4．O：0 At％ o％

Most　Dclaycd　C町d＆Time VI＆9011 Vm＋lX＋X／R 33％ P（％） 3．5（23％）

MosユDis1ikcd　Card V1 FC1CF＋C 1．510 Co砒nlR帥ge 4

FC＋CF＋C：Fc＋c＋C1 1．5：0 DclcminanlR㎜ge 4
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ない。走っていないから楽だった。気分的にもも

ちろんストレスにならない。痛かったりするとそ

の日一日が長く感ずる。でも今は楽ですけど…。

〈これから量を上げると〉腰の手応えを確かめな

がら練習する」。

　この回も部内の対人関係について振り返ってい

る。「こっちの友人よりも田舎の友人の方が友達

という感じ。こっちの人は自分中心ですし，…毎

年辞めていく人に対して冷たいと思う。“いいん

じゃない。あいつはやる気がないのでしょうがな

い”と思っている」。〈どう思う〉「自分がもし調

子良かったら周りの人と同じようになるかもしれ

ない。…自分は注目してほしいのかな一。まわり

は冷たい。僕の考えはこの年になって甘いのか

な一と思うこともあるが…ともかく皆と考え方が

違うなあと感じる」。

　第5回目：祭日をはさみ2週間ぶりの面接。こ

の間，練習にやや積極的に取り組むようになった。

「連休ごろから，以前と比べると積極的にやって

いる。休み中なので少しぐらい痛くても休養がと

れるので。どこまで続くかわからないが，今は少

しでも距離を伸ばそうとしてい乱前は痛くなる

とダメと思ってしまったが，このごろは何とか続

けられる」。

　「腰を治そうとするよりだましだましやってい

る。走ったら痛いのはしょうがない。走るのを理

由にしても痛みが消えるわけではないので，他の

事考えるようにしている。湿布したり消炎剤を塗

りながら練習している。以前だったらやらなかっ

たが…」と，痛みに対する受けとめ方に変化がみ

られ，個人練習から全体の練習に参加するように

なっていった。秋のシーズンの大会出場に向けて

目標設定の作業を行った。

　第6回目：「皆と一緒に練習できるようになっ

て，後ろめたい気持ちが少なくなった。“けっこ

う走れる”とまわりから声をかけられるように一

なったことも原因している。＜後めたい〉「皆はど

う思うかは二の次なんだけど，けっこう“さぼっ

ている”と判断する人がいると思うけど…。高校

時代も走れないことはあったが，そんな気持ちに

はならなかった。走れなくても別のことをすれば

良い。…」。

　第7回目：「痛くて練習できないということは

ない。一時期より痛みも減ってきたように感じ

る」。そして痛みの知覚の程度が状況依存的であ

ることを若干理解していった。

　「以前はまわりが主練習を始める時に，腰が痛

くなって満足に走れないでいたが，皆が終わりに

近づくころに走れる状態になることがしばしば

あった」。「以前，痛みのある時はグラウンドに行

くのも嫌で，図書館で休んだりして途中から加

わったこともある。きつい（痛み）時には居場所

がない感じ。痛みが和らいでもすぐには練習する

気にはなれなかった。“こんなに痛かったんだか

ら”と思うとすぐには走れなかった。痛みに我慢

しているので心理的に疲れることもあって。…ど

うにもならないいやな痛みは今はなくなった。や

る気を持続させるためには痛くなりそうなことは

しないように気をつけている」と語った。

　コーチとのミーティングのおり，「走っていな

いので練習日誌に走行距離が書けない。走れない，

走らなかったことを見るのが耐えられない。まわ

りは順調にやっているのに，さらに差をつけられ

てしまう」と強く感じたようである。〈自分のだ

めな側面を見ることはつらい〉「そうですね。…

僕は精神的に弱いんです。先生の言うように，自

分の弱いところを見るのが嫌。あんまり見たくな

い。〈弱み，相手の存在を意識するから〉…まわ

りを意識しすぎるのかもしれない」。

　第8回目：約1ヵ月ほど痛みを感じながらも比

較的積極的に練習に取り組んできたが，「昨日か

らちょっとくじけ気味。夕方，痛みが強くなった。

そんなにどうしようもないというほどの痛みでは

ないが…。昨日の痛いのはちょっと理由がわから

ないのだが…」と報告した。前日の彼の練習は，

レペティショントレーニング（3000m・1500m・

1000m）を行ったようで，「タイムが悪かった。

年とると回復がおそいなあと思った」と，それ以

上言及しなかった。

　「こちらではチームの仲間がライバルにならな

かった。昨年だとここで走るよりも地元に戻って

走った方がやる気がでた」＜こっちではライバル

をつくれなかった〉「この大学に来る時は自分の

実力はそれほどでもないので，まわりが自分より

も早く走っていてもそんなにくやしくなるとは思

わなかった。でも違った。まわりはインカレ，箱

根と意欲的だった。…何か，まわりとの距離や疎

外感を強く感じた」と振り返った。

　面接終了後，別れ際にYは「先生（Th）の部

屋を見るといつも夜遅くまで電気がついています
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ね」と語った。

　第9回目：Tbの都合で面接を休み，2週後の

来談。Yは「午前中は面接のことを憶えていたが，

授業が休講となり，アパートに帰って休んでいた

ら忘れてしまい，今気がついて急いできた」と約一

束より30分遅れて来談。

　「痛くなることはあったが，何もかもやる気が

出なくなるほどではなかった。…どうしようもな

いというのが最近滅ってきた。昨年の今ごろと比

べるとタイム的にもだいぶ良い。…最近ハリに

行ってもあまりきかない。過ごせる時には過ごせ

るようにしている。〈我慢〉そうですね。我慢で

きる範囲なので我慢している。練習しているので

痛みが出てもしょうがないと今は思えるように

なった」。こうした痛みの受容の変化は，「日常生

活も満足にできないのに競技は無理と前は思って

いたが，今は…何しろ昔は腰を治すことが先決，

今は競技を，腰を治すことより優先させている」

と，競技への関わり方に変化をもたらしている。

　と同時に，「一部の伸間に自分のつらい気持ち

を聞いてもらい，わかってくれた。また，先生（Th）

も応援してくれていると思うのでとにかく秋の試

合を目標に頑張ってみたい」と，まわりとの関係

も変化しつつあった。

　第10回目：週末に出場した記録会の報告の中

で，「…走っている時の痛みと終わった後の痛み

は違う。後の痛みは筋肉が固い。皆が言う腰痛に

近い。走っている時は仙骨というか部分的に痛い

感じ」と言及した。

　「自已ベストが出ればやる気もさらにアップす

るし，皆についていける練習レベルになれる」。

〈陸上競技は個人目標の設定可能〉「高校の時は

はっきりした目標があった（例えば，地区大会入

賞，チームの仲問に負けたくない）。しかし今，

あるいは今まで目標がなかった。入部した時から

自分にきっちりした目標を持っていれば良かっ

た。まわりは箱根。白分には無理，関係ないこと

と思ったら，具体的な目標が出てこなかった。で

もこれからは，記録会レベルの大会で自己ベスト

をねらっていきたい。自信が出てきた」。

　「最近考えているのは，夏の合宿をどうしよう

かと考えている。特に，一番長い○○での合宿（10

日間）はこれまで出たことがないので，出てみよ

うかと思っている。練習だけでなく腰の痛みも出

たらつらいので…」と，不安をのぞかせた。

　その後，夏休みそして長期合宿等により，“夏

休み開け”と具体的な日時を約束することなく，

彼との面接は中断した。休み開け1か月経過して

来談。「行く前不安だった合宿も何とか全部参加

できた。少し痛みはあったが，自分のぺ一スで何

とかこなすことができた。目標にしていた大会で

は，結局，自分が期待するほどのタイムはでなかっ

たが，次の競技会で頑張ってみたい」と，彼との

面接はその後継続しなかった。

討　議

　最近の高度化された競技スポーツの中に，特異

な下位文化の存在を指摘する者がいる3）。そのよ

うな中にあって，負傷に対する通常予期可能な範

囲のものとは異なるスポーツ選手の反応の仕方を

認めることができる。卓越を求める競技の世界で

は，わずかな身体面での不調であっても選手に与

える影響の強いことが容易に理解される。

　以下で触れられる3つの側面は，c1の訴えた
痛みの変容（緩和）と同期していた。

1）痛みの変化：未分化から分化，そして受容

　痛みを訴える選手の心理相談では，痛みを軽減

させることを主目的とはしていない。それはス

ポーツ整形外科医を中心としたメディカルスタッ

フの仕事といえる。相談室では，痛みに対する選

手自身の構えの変化することをねらっている。そ

して，構えの変化により，訴える痛みの程度が低

下することを期待できる。斉藤12〕の「精神身体

症状の原因は何か，という問題設定の代わりに，

症状を増強，固定化させている悪循環は何か，と

いう問題設定を行うことは，このような病態（こ

こでは心身症）を理解し治療方針をたてる上でよ

り有効である可能性がある…」といった主張は，

負傷選手の相談においても有効な指針となる。

　10セッションの面接過程を，Yの痛みの変化（痛

みの訴え方，痛みの強度・頻度，痛みとの関わり

方）から大まかに捉えてみたのが表4である。

　来談の当初（＃1）では，「いやな痛み。いつ

も腰のこと思づたり，ストレスになっている」と，

痛みを漠然と捉えていることを特徴としている。

そのため，痛みは「生活するのがつらい，とても

つらいんです」と，競技場面だけでなく生活全般

への広範な影響を与えていたことがうかがわれ

る。そして，「どうにもならない痛みは今はなく

なった」（＃7）と語るようになり，そこでは，
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表4　痛みの変化

痛みの訴え方 痛みの強度・頻度 痛みとの関わり方

＃1　いやな痛み。 生活するのがつらい、とて （練習）休んでも変わらないよう

いつも腰のこと恩ったり、スト もつらいんです。 な気がする。

レスになっている。 練習状況に関係なく毎日の

ように痛い。

ソファーに座っていたからと思う

＃2　…とにかくつらいんです。 と痛みだすかもLれない。

＃3　まとまって練習できな 痛くなるとショック。 ・・机に座る時間が少ないので痛み

い（長続きしない）。 を感ずる機会が少なくなった。

・ナ丈夫な時は続く時もある。 （大］年次）行っても痛みを皆の

前で我慢しているんだったら、行か

ない方が良いと思い…。

＃4　痛かったりするとその あまり走っていない。走っ 腰の手応えを確かめながら練習す

日’日が長く感ずる。 ていないから楽だった。 る。

＃5　前は痛くなるとだめと辱 休み中なので少レぐらい痛 腰を治そうとするよりだましたま

ってしまったが、此頃は何とか くても休養とれるので…。 しやっている。

続けられる。

＃6 怪我はつきものだし、それと付き

合っていかねばならないし。

＃7　きつい時には居場所がな 痛くて練習できないという やる気を持続させるためには、痛

いo ことはない。一時期より痛み くなりそうなことはしないように気

痛みに我慢しているので心理 も減ってきたように感ずる。 を付けている。

的に疲れる。

どうにもならないいやな痛み

は今はなくなった。

＃8　昨日からちょっとくじけ そんなにどうしようもない

気味。夕方病みが強くなった。 というほどの揃みではないが

久しぶりに痛くなった。 ’’■0

＃9　痛くなることはあったが 一時的な病み、長引いてい 我慢できる範囲なので我慢してい

何もかもやる気が出なくなるほ ない。尾を引いていない。 る。

どではなかった。 練習しているので痛みが出てもし

どうしようもないというのが ようがないと、今は思えるようにな

最近減ってきた。 った。

＃10走っている時の痛みと ・自信が出てきた。

終わった後の痛みは違う。 （予定されている夏合宿）練習だ

けでなく、腰の痛みも出たらつらい

ので…O
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「腰を治そうとするよりだましだましやってい

る。走ったら痛いのはしょうがない」（＃5），

「以前はまわりが主練習を始める時に，腰が痛く

なって満足に走れないでいたが，皆が終わりに近

づくころに走れる状態になることがしばしばあっ

た」（＃7）から推察されるように，Yは痛みに

対する構えの変化や痛みの状況依存性の理解を

行っている。

　負傷選手の相談では，「傾聴・受容・共感」と

いった姿勢が，面接者に強く要求されている。特

に，面接の初期の段階では，Thの側に訴えの背

景として「心因性」が見え隠れしていても，c1

の痛み，そしてそれに伴う競技での遅滞からくる

「つらさ」を受けとめていくことが大切である。

Thのこうした姿勢により，c1は身近に理解者の

いることを実感でき，そして守られながら背景に

潜む問題の解き明かしの作業へと関わり出してい

くことになるo

　その後，Yは「…練習しているので痛みが出て

もしょうがないと今は思えるようになった」と痛

みへの関わり方を変え，と同時に生活面でも，

「痛くなることはあったが，何もかもやる気が出

なくなるほどではなかった。…どうしようもない

というのが最近減ってきた。…過ごせる時には過

ごせるようにしている」と変化した。

2）居場所探し

　負傷および痛みによる競技活動の停止は，選手

にとって「対象喪失」の状態となりうると言われ

ている4’6）。競技性の高いスポーツ集団にあって

は，競技を通した仲間との結び付きの中で個々の

存在を強く自覚し，そして同定している。また，

競技への自己投入が高く，しかもそれまで同」性

の手掛かりを競技のみに集中してきた者にとっ

て，競技の場から遠ざかることは大きな自己の支

えを失うことを意味し，外傷的体験となる。

　恐らくYの痛みの訴え方が当時ひどかったの

であろう。周囲の一部は競技から離れることをY

にすすめている。それに対して，彼は「…，自分

としては，本当は競技をやりたい。辞めて他の事

とも考えていたが，自分だけはなるまいと思って

いた陸上人間になっていた。離れることできない。

・陸上辞めたら友達なくなる」（＃1）と，競技

以外の状況での同一性の再確立の困難さを訴えて

いる。この時，Thからの「少し競技から離れて

治療に専念しては」といった介入は適切さを欠き，

その証拠に，Yは「休んでも変わりないような気

がする」と応じている。また，「異常がないので

整形の方は真剣に対応してくれない」として，針

治療，整体，マッサージ等の治療機関を求め歩く，

いわゆる“ドクターショッピング”を繰り返すと

いった事実もこれに含まれる。外的事実に捕らわ

れてしまうことなく，彼の内的事実を大切にすべ

きであった。言うまでもなく，Yの訴えは身体的

な「痛み」のみでなく，自身のありようを始めと

する心理・社会的な訴えでもあったと考えねばな

らない。

　面接の経過に伴うYの受けとめる部内での白

分の位置づけは，「高校時代の友達は痛みをわかっ

てくれるが，大学の仲間はわかってくれない」

（＃3）から，部内の対人関係を振り返り「こっ

ちの人は自分中心ですし，…毎年辞めていく人に

対して冷たいと思う。…自分は注目してほしいの

かな一。まわりは冷たい。僕の考えはこの年になっ

て甘いのかな一」（＃4）と変化している。さらに，

「まわりはインカレ，箱根と意欲的だった。…何

か，まわりとの距離や疎外感を強く感じた」（＃

8），「一部の仲間に自分のつらい気持ちを聞いて

もらい，わかってくれた。また，先生（Th）も

応援してくれていると思うのでとにかく秋の試合

を目標に頑張ってみたし・」（＃9）と身近な理解

者や支援者の存在を自覚できるようになってい
る。

　部内での「居場所」をわずかながらも実感でき

るようになる変化の過程は，表4に示すYの痛

みの訴えの変化と歩調を合わせている。

3）白已の劣等性への直面化

　競技スポーツの世界では優劣が明確に成績とし

て現われることを特徴としている。どのレベルで

活躍するにせよ，選手は今の自分のレベルよりさ

らに上を求め，そして自分より優れた選手を意識

することにより，自分の至らない側面を突き付け

られ，時に限界を認めねばならないことがある。

　Yは大学を代表するような競技能力を自身が

もっていないことを知ってはいたが，「この大学

に来た時は自分の実力はそれほどでもないので，

まわりが自分よりも早く走っていてもそんなにく

やしくなるとは思わなかった。でも違っていた。

まわりはインカレ，箱根と意欲的だった。…何か，

まわりとの距離や疎外感を強く感じた」（＃8）

といった状況に陥ってしまった。少なくとも，高
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校までのYは，所属した運動部の中でこれほど

までのレベルの差を経験してきてはいなかったは

ずである。痛みのつらさと自己の劣等性の直面化

のつらさを安易に結び付けることはできないが，

彼の痛みの変化は劣等性への直面と，そうした中

にあっても自已の個性的な競技への関わり方を模

索する過程と対応している。つまり，「…しかし今，

あるいは今まで目標がなかった。入部した時から

自分にきっちりとした目標を持っていれば良かっ

た。まわりは箱根。自分には無理，関係ないこと

と思ったら，具体的な目標がでてこなかった。で

もこれからは，記録会レベルの大会で白已ベスト

をねらっていきたい。自信が出てきた」のである。

　中原10）は脳卒中後遺症のリハビリを目的とし

た入院患者への心理的援助を通して，「…その『個

人』の生活史にもとづいた『白己概念のありよう』

が『病める白已』に直面したときに，それぞれに

『固有の』葛藤を引き起こしているのではないか

と考える。そこでは，『過去・現在・未来』のつ

ながりが不連続な状態となるため，白已不全感に

陥りやすく，…」と主張している。Yにおいては，

’それまでの自尊感情を大学運動部内での経験によ

り低下させ，さらに口・テストより導かれた「白

己の内的な資質以上のことを要求するような状況

を生み出す」といった性格特徴が加わり，痛みの

知覚を増大させたものと考えられる。

　以上，3つの観点からYの相談過程を振り返っ

てみた。身体的負傷を負った選手の置かれた状況，

障害の程度によって痛みの訴え方には個人差カ認

められる。しかし，負傷した選手は身体的な外傷

と同時に，心理面の外傷を程度の差はあれ被って

いることは共通している。したがって，痛みの訴

えは，負傷選手の内界からのわれわれに対する

メッセージとも考えられ，そのメッセージを確実

に受けとめねばならない。負傷競技者へのスポー

ツカウンセリングの意義の一つはそこにある。

　ところで，その後のY君の様子については，K

から情報を得ている。「箱根の予選会のメンバー

に彼は入れなかったが，個人的に20㎞レースに参

加したりしていたので，自分なりの目標をもって．

やっていた様子。3年の3学期は練習に対して意

欲的に参加していた。1月か2月ごろに足の故障

により，練習から一時期離れた。しかし，特に落

ち込んでいる感じは受けなかった。頑固さはまだ

残っているようだが，以前よりは，まわりの仲間

の意見にも耳を傾けるようになった」。また，そ

れから1年少々経過した卒業を控えた時期，Yは

ひょっこりThの研究室を訪れて，「あれから元

気にやっています。就職もXXに決まりました。

・・」と笑顔で語った。この時，彼との面接が一応

終結したものと考えたい。

　付記：本論文の事例は，中込が第12回日本心理

臨床学会（1993）・自主シンポジウム（こころと

からだ）にて発表したものである。そのおり，中

島登代子先生（京都外国語大学学生相談室・カウ

ンセラー）からは，本事例の痛みの認知変容の分

析にあたって示唆に富むご教示をいただいた。お

礼申しあげます。また，事例として発表すること

に了承していただいたY君に感謝申し上げます。

さらに，日頃，メンタル部門の活動に支援をいた

だいています関係各位にお礼申しあげます。

注の説明

　注1）「スポーツカウンセリング」という呼称

は一部で早くから使用されてきてはいるが，共通

理解が得られているわけではない。長谷川（1979）

は「スポーツ競技者，スポーツティームの心理的

コンディションづくりのために適用される心理学

的，とくに臨床心理学的な援助の諾技法の総称で

ある」と定義している。今後5スポーツ心理学の

現場への応用がさらに求められる従って，体育や

スポーツで生じる諸問題に対して，心理臨床的実

践の場が増え，独自な一研究領域としてのアイデ

ンティティが確立されていくものと考えられる。

それらには，スポーツ心理臨床学，臨床スポーツ

心理，スポーツ臨床心理，といった用語を与える

ことも考慮される。

　注2）ここでいう問題事象とは，いわゆる社会

的に逸脱した問題行動を意味してはいない。問題

となる基準は，社会的規範に照らしたものではな

く，個人がより良く生きるという視点から派生す

る障害と考えている。したがって，相談では，ク

ライエントが今いる環境のなかで，主体的に自身

の歩んでいく道を見い出してゆくことを援助しよ

うとすることになる。
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